
平成２２年公開講座『くらしの中の科学と技術：微生物と環境』ダイジェスト 

 

１．実施日時：平成２２年８月１９日（木）１４：４０〜１６：１０ 

 

２．講座タイトル：微生物と環境 

 

３．内容 

大学院工学研究科 武尾正弘 

 微生物は『目に見えない小さな生命体』と定義され、姿を直接見ることは難しいが、お

酒や味噌などの発酵食品造りで大活躍している。本講義では、まず、そのような微生物が

生物学的にどのような分類に属するのかを概説し、原核生物である細菌と原始的な真核生

物である酵母・カビ・キノコなどの菌類がほとんどの工業的商業的に重要な発酵品の生産

に関わることを述べた。これらの微生物は、人間のために発酵品の生産をやっている訳で

はなく、単に生存するために熾烈なエネルギーと元素の獲得合戦を行っているに過ぎない。

人間は、その過程を有効に管理活用し、発酵品を取得している。エネルギー獲得の別の例

として、深海で発見された熱水鉱床の話を挙げた。深海で見つかった熱水鉱床では、チュ

ーブワームやシロウリ貝などが繁栄する豊かな生物相が存在するが、熱水中に含まれる猛

毒の硫化水素を利用できる細菌が硫化水素を酸化してエネルギーを獲得し、これが生物相

全体を支えている。一方、下水管でも猛毒の硫化水素がしばしば発生するが、こちらは管

渠についた水滴に吸収され、同様に細菌に酸化されてエネルギーとして利用されるが、廃

棄物として硫酸を蓄積するので管渠のコンクリートをぼろぼろにしてしまう。このように

小さな微生物が生物相を支えたり、強固なコンクリートを腐食したりし、時に大きな力を

示す。我々日本人にはこのような微生物を巧みに活用する知恵がある。例えば、清酒の製

造では１つの発酵槽で２種類の微生物（酵母と麹カビ）を使い、糖化とアルコール発酵と

言う２つのプロセスを同時に行い、お米から発酵酒としては最高度数のアルコールを製造

する。このような複雑な発酵を古来からほとんど殺菌処理なしで行ってきたのは驚きに値

する。一方、微生物の力を利用した新たな環境浄化の試みも始まっている。バイオレメデ

ィエーションと呼ばれる新たな技術では、原油や農薬等の有害物質で汚染された環境を、

それらを分解する微生物を汚染現場に投入して効果的かつ安価に浄化を行う。タンカー事

故による重油の流出や半導体工場からの有機塩素化合物の漏洩などが具体的な浄化対象と

なる。インドなどの発展途上国では有機リン酸系殺虫剤が大量使用されており、土壌がか



なり汚染されている。我々の研究室では、そのような汚染物質である p-ニトロフェノール

の分解微生物（写真）を分離し、その分解について深く研究を行っており、一方、インド

では分解微生物を用いた実際の土壌浄化が始まっている。 
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農薬代謝物p-ニトロフェノールを分解するRhodococcus sp. PN1



 

平成２２年度公開講座ダイジェスト 

『先端科学と数学教育：除法定理と数（小学校低学年で学んだ割り算をめぐって）』 
物質理学研究科：保城 寿彦 

 

１ 実施日：平成２２年８月２０日（金） 

２ 講座タイトル：除法定理と数（小学校低学年で学んだ割り算をめぐって） 

３ 内容： この講義では除法定理と関係する下記の２つの事柄について解説した。 

 ここで除法定理とは 

 

      a が整数で b が自然数のとき 

       a＝b・q 十 r（0≦r≦b－1） 

          をみたす整数の組 q,r が唯一つ存在する」ことをいう。 

 

（１）有理数を小数で表示すると循環小数（有限小数も含む）となることの

証明。 

具体的には以下の定理の証明を説明した。 

 

  定理１ 自然数ｍおよびｎは ０＜ｍ＜ｎをみたすとする。この 

      とき有理数  を小数で表示すると循環小数となり、周期（循環

節の長さ）は高々ｎ－１である。 

 

（２）映画ダイハード３の一場面と関連する定理の証明。具体的には３ガロ

ンと５ガロンの容器を用いて４ガロンの水がくめること（講義中ビデ

オ上映）と関連した以下の定理の証明について説明した。 

 

  定理２ a および b を自然数とする。また g を a と b の最大公約数と 

      する。このとき次が成り立つ。 

 

  （a）    ax０＋by０=g  

             をみたす整数の組 x０,y０が存在する。 

 

   (b)   整数 z にたいして  

            ax＋by=g 

               をみたす整数の組 x,y が存在するための必要十分条件は整数 z

が g の倍数になることである。 

 


